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「
全
日
本

ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
選
手
権
大

会
山
梨
県
大

会
」
で
、
富

士
河
口
湖
町

の
小
学
生
で

結
成
す
る
男

女
混
合
チ
ー

ム「
北
麓
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
」

は
見
事
優
勝

し
、
全
国
大

会
へ
の
出
場

権
を
手
中
に

し
ま
し
た
。

大
変
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
町
内
５
地
区
の
小
学
生
３

５
名
で
構
成
さ
れ
る
地
域
混
成
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
す
。
ド
ッ
ジ
の
意
味
は
「
逃
げ
る
、
か

わ
す
」で
す
が
、
競
技
ド
ッ
ジ
で
勝
つ
た
め
に
は
、
ボ
ー
ル

を
マ
イ
ボ
ー
ル
に
し
て
攻
撃
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
６
メ
ー
ト
ル
前
後
か
ら
時

速
60
〜
70
キ
ロ
で
投
げ
込
ま
れ
る
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
必
要
が
あ
り
、
監
督
・
コ
ー
チ
ら
の
投
げ
込
む
、

よ
り
早
い
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
距
離
時
間
走
、
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
基
礎

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
タ
ー
ン
の
練
習
、
ア

タ
ッ
カ
ー
陣
の
攻
撃
練
習
も
兼
ね
た
ゲ
ー
ム
式
な
ど
週

３
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、礼
儀
を
重
ん
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
で
、

挨
拶
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
礼
儀
正
し
く
団
体
競
技
に
重
要
な
選
手
の
一
体

感
が
非
常
に
良
く
伺
え
ま
す
。
厳
し
い
中
に
も
愛
情
の

感
じ
ら
れ
る
練
習
で
、
全
国
大
会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
町
で
は
河
口
湖
緑
の
会
、
河
口
湖
黄
金
の
七
福
神
保

存
会
お
よ
び
河
口
観
光
協
会
と
と
も
に
河
口
湖
の
北

岸
、
河
口
地
区
の
湖
岸
に
１
３
０
０
株
の
ナ
デ
シ
コ
を

植
栽
し
ま
し
た
。

　
女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
で
優

勝
し
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
監
督
が
、
必
勝
を
祈

願
し
、
河
口
湖
畔
に
あ
る
黄
金
の
七
福
神
を
訪
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
や
か
り
、
そ
の
巡
廻
の
遊
歩
道
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
）

に
ナ
デ
シ

コ
の
植
栽

を
行
い
、

震
災
後
の

日
本
に
、

明
る
い
話

題
を
与
え

て
く
れ
た

「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ

ン

」
へ
感

謝
の
気
持

ち
と
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝
を

記
念
し
て

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
逆
さ
富
士
の
良
く
み
え
る
こ
の
場
所
を
必
勝
祈
願
の

地
と
し
て
、
観
光
に
も
役
立
て
、
看
板
設
置
な
ど
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
富
士
河
口

湖
町
建
設
安

全
協
議
会
が

東
日
本
大
震

災
の
現
地
視

察
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
し

た
。

　
７
月
22
日

か
ら
24
日
に

か
け
て
建
設

安
全
協
議
会

（
渡
辺
文
美

会
長
）
の
会

員
20
名
が
、

東
日
本
大
震

災
被
災
地
の
視
察
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
津
波
被

害
の
大
き
か
っ
た
石
巻
市
、
女
川
町
、
宮
島
町
等
の
宮

城
県
内
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
く
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
東
海
沖
地
震
や
、
富
士
山
噴
火
等
の
災
害
時
の

対
応
を
考
え
た
場
合
、
協
議
会
と
し
て
で
き
る
最
大
、

最
速
の
対
応
策
を
取
る
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

実
施
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
タ

オ
ル
３
６
０
本
と
殺
虫
剤
６
０
本
を
避
難
所
に
寄
贈

し
、
大
変
感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
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富士河口湖町では「（仮称）富士河口湖町自治基本条例」
制定のための検討を進めています！

「自治基本条例」って、なに？
 「自治基本条例」とは、町政運営の基本理念や町民と行政との協働によるまちづくりに必要な考え方や仕組みなどの基

本的なルールを定めるもので、「自治体の憲法」とも言われています。

なぜ、自治基本条例が必要なの？
　地方分権時代の到来により、これからの自治体には「地域のことは地域で考え、地域で決める」という自己決定・自

己責任に基づき、多様化・高度化する住民ニーズに対応し、地域の特色を生かした行政運営が求められています。

　そこで、町政運営の基本理念や町民と行政によるまちづくりの基本的なルールを定めた自治基本条例を制定すること

により、町民、議会、町長（行政）のそれぞれの役割分担や責任、また、まちづくりの進め方を条文で分かりやすく定め、互

いに連携・協力し合いながら新しい富士河口湖町のまちづくりに取り組んでいくことが重要だと考えます。

今後の自治基本条例検討の進め方
　富士河口湖町では、住民参加と協働によるまちづくりをさらに進めるため、町民、議会、町長（行政）の役割や責務、自

治体運営における基本原則や理念など、この地域における自治のあり方を定めた、富士河口湖町独自の自治基本条例を

平成２４年度中に制定することを目指しています。

　この条例を検討するための組織「（仮称）富士河口湖町自治基本条例検討委員会」を設置し、今後は、この委員会での

検討状況などを、町民の皆さんに公表していく予定です。

そこで・・・
「（仮称）富士河口湖町自治基本条例検討委員会」の委員を

町民の皆様から募集します！！

委員のお仕事：条例の中身について話し合っていただきます。任期中に開かれる会議に出席し、自治基本条例の内容につ

　　　　　　いて意見を出し、委員会で検討し合い、条例制定に携わっていただきます。任期中に６回程度の会議を予定

　　　　　　しています。(進み具合によって増減する場合があります。)

委員の任期：委嘱の日から平成２５年３月３１日まで（予定）

募 集 人 数：５名程度

応 募 条 件：任期終了まで引き続き富士河口湖町に在住している２０歳以上の方

応 募 方 法：町役場、出張所等に備え付けの応募用紙に必要事項を記入の上、課題を同封し、町役場総務課まで直接、

　　　　　　 または郵送、Ｅメールでご応募ください。

　　　　　   なお、住所、氏名、年齢（生年月日）、性別、連絡先、応募動機を記入していただければ指定の応

　　　　　　 募用紙でなくてもかまいません。

　　　　　 　※様式は町ホームページでもダウンロードできます。

　　　　　 　※Ｅメールで応募の場合、課題は添付ファイルとして送付してください。

応 募 先：富士河口湖町役場　総務課（本庁舎２階）

　　　　　　 住所：〒４０１-０３９２　富士河口湖町船津１７００番地

　　　　　　 電話：７２-１１１２　　  ファックス：７２-０９６９

　　　　　　 Ｅメール：soumu@town.fujikawaguchiko.lg.jp

課　　　　題：「自治基本条例やまちづくりについての意見」について４００字程度にまとめて提出

　　　　　　（手書き、パソコンどちらでもかまいません）

応募締め切り：平成２３年９月２２日（木）　※必着

※なお、募集人数を超えた場合は書類選考を行います。選考結果は応募された方々全員に９月末日までに通知いたします。
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山梨県地方税滞納整理推進機構と共同で町税の滞納整理を強化します。

不動産公売のお知らせ

ー 悪質な滞納は、絶対に許しません！ －ー 悪質な滞納は、絶対に許しません！ －
　税は、まちづくりを支える大切な財源です。ほとんどの町民の方は、町税を納期限内に自主的に納めていただいていま
す。町では、税負担の公平性を確保するため、納税資力があるにもかかわらず、納付に応じない滞納者に対しては、県地
方税滞納整理推進機構と共同で強制的に給与、不動産、自動車、預貯金、生命保険等の財産の差押えを執行し、その財産
をインターネット公売などにより換価し、滞納税額に充てます。
　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え・搬出し、公売することも行
います。

年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

差押件数

39件

55件

84件

159件

差押件数
200件

160件

120件

80件

40件

件
H19 H20 H21 H22

差押件数 No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

区分

預金

定期預金

生命保険

不動産

国税（所得税）

診療報酬

建物更生共済

自動車

弁済業務保証金

カード債権

76件

　6件

11件

43件

　9件

　3件

　1件

　5件

　1件

　4件

159件

平成22年度の実績

合　　計

近年の富士河口湖町における差押件数

平成23年11月8日（火）　午後1時30分から午後2時00分まで

平成23年11月8日（火）　午後2時01分

入札

開札

山梨県笛吹市石和町広瀬785番地　東八代合同庁舎大会議室（3Ｆ）

山梨県南都留郡富士河口湖町船津字南八ツ倉

5206番

畑

都市計画地域：未線引区域

用途地域：第一種住宅地域

建ぺい率：60％

容積率：200％

426㎡

公売日時

所　在

地　番

地　目

地　積

公法上の
規制

公売会場

登
記
簿
の
表
示

不
動
産
の
概
要

登
記
簿
の
表
示

不
動
産
の
概
要

　対象物件は、農地法による「農地」に該当するた
め入札の際に「買受適格証明書」が必要です。証明
書の申請書は、富士河口湖町農業委員会に提出し
て下さい。（申請期間：9月1日～9月12日）
　なお、権利移転及び危険負担の移転時期は、買
受代金の全額を納付後、権限を有する行政庁によ
る許可があったときです。

山梨県南都留郡富士河口湖町勝山字柈木原

4193番1

畑

都市計画地域：未線引区域

用途地域：無指定

建ぺい率：70％

容積率：200％

791㎡

所　在

地　番

地　目

地　積

公法上の
規制

特記事項 特記事項

　対象物件は、農地転用の「許可」が必要です。
　なお、権利移転及び危険負担の移転時期は、買
受代金の全額を納付後、権限を有する行政庁によ
る許可があったときです。

■公売財産に関するお問い合せ先　富士河口湖町役場　税務課　収納係　（電話0555-72-1113）

■公売財産　ＮＯ．１ ■公売財産　ＮＯ．２

富士河口湖町では、町税の滞納者から差し押さえた財産の公売を行います。

やむをえない特別な事情があって、納期限内に納税ができないような場合
など納税に関する相談などがありましたらご利用ください。

　　　　　　　○納税相談窓口○
　　　　　　　　富士河口湖町役場　税務課　収納係
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　午前８時３０分　～　午後５時１５分
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０５５５－７２－１１１３　
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健康のまちづくり 

（健康のまちづくりスローガン入選作品）心の健康笑いが一番！心の健康笑いが一番！心の健康笑いが一番！

「食育」ってなんだろう？

町の「食育推進計画」を策定します。 策定委員になりませんか？ 

　私たちにとって、「食」は生命の源であり、生涯を通じて、健康で生き生きと暮らすために欠か

せない大切なものです。また、私たちの生活において、楽しみや喜びを与えてくれるものです。

　しかし、「食」をめぐる現状として、栄養バランスの偏った食事や不規則な食事の増加などの課

題があります。「食育」とは、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきも

のです。様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な生活を実

践することができる人間を育てることとされています。

　私たちが、健全な心身を保ち、豊かな人間性を育むことができるよう、「食育」を家庭・保育所・学校・地域など

で総合的かつ計画的に推進するため、町では平成２４年度を初年度とし平成２８年度を目標年度とする「富士河口

湖町食育推進計画」を策定します。

　この計画の策定にあたり、町民のみなさまのお力添えをいただきたく策定委員を募集します。「食育」に関心の

ある方はこの機会に是非ご応募ください。

 

お問い合わせは　健康増進課　ＴＥＬ０５５５－７２－６０３７まで

 
　十五夜とは、旧暦の８月１５日に五穀豊穣を感謝し、月を鑑賞する行事です。

中国ではこの習慣が唐の時代からあり、それが日本に伝来したといわれています。そして作物の収穫に感謝する行事

へと発展し、現在に至るまで長い間継承されてきました。

　また、旧暦の９月１３日は「十三夜」で、こちらは日本独自の風習です。

　いづれも農作物のほかに団子やおはぎのようなお菓子を供え、ススキを飾るのが慣わしです。

　・農作物（里芋、さつま芋など旬の野菜やぶどうなどの果物）

　・月見団子（昔から、家族みんなでこねて丸めて作るのが慣わしでした。）

　・ススキ（魔除けの力があると言われています。）

　今年の十五夜は９月１２日、十三夜は１０月９日です。十五夜は６年ぶりの満月です。どちらも美味しい農作物に感

謝して満月の夜を過ごしてみませんか。

　たまには手づくりの月見団子をお供えするのも楽しそうですね。

文化の継承と行事食「十五夜」と「十三夜」

簡単♪美味しい♪昔ながらの月見だんご

≪材料≫

上新粉・・・・・・３００ｇ

熱湯・・・・・・・２２０～２３０ｍｌ

みたらしあん、あんこ、きな粉などお好みで

≪作り方≫

①ボウルに上新粉を入れ、熱湯を加えて耳たぶくらいのやわらかさになるまでよくこねる。

熱湯を入れた直後は熱いので箸で混ぜる。

② 鍋に水を八分目ぐらい入れ、沸騰させておく。

③ ①の生地を１５等分し、丸めて３～４分茹でる。

④ 浮いてきただんごをすくい上げ、冷水にとってよく冷やす。

　＊「てり」を出すためにだんごを少し風に当てる。

　＊みたらしあん：醤油・砂糖各大さじ２、味醂大さじ１．５、片栗粉大さじ１、だしまたは

　　水０．５カップ、鍋に醤油と砂糖、水を入れて火にかけ、煮立たせたところに片栗粉を

　　加えてとろみをつける。
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

富
士
山
は
日
本
代
表
す
る
美
し
い
山
で
あ
り
、

円
錐
形
の
均
整
の
と
れ
た
秀
麗
な
容
姿
を
も
つ
こ
と
か

ら
、
数
々
の
芸
術
作
品
の
題
材
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

優
れ
た
風
景
と
し
て
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

に
国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

富
士
山
は
古
代
か
ら
信
仰
の
対
象
と
日
本
人
の
精

神
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
二

月
七
日
、
富
士
山
の
山
頂
や
登
山
道
、
山
麓
（
山
梨

県
・
静
岡
県
）
に
分
布
す
る
神
社
や
遺
跡
が
、
富
士

山
の
信
仰
の
歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
重
要

な
価
値
を
も
つ
土
地
と
し
て
、
新
た
に
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た（
史
跡
富
士
山
）
。
今
回
は
、
町
内
に

所
在
す
る
史
跡
富
士
山
の
指
定
地
域
を
紹
介
し
ま

す
。

　

河
口
浅
間
神
社
は
、
平
安
時
代
の
貞
観
六
年
（
八

六
四
）に
発
生
し
た
富
士
山
の
側
火
山
（
長
尾
山
・
石

塚
火
口
な
ど
）の
大
噴
火
を
受
け
て
翌
年
に
勅
命
に

よ
り
甲
斐
国
に
祀
ら
れ
た
浅
間
明
神
が
起
源
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
時
期
に
は
、
鎌
倉
往
還
を
通
じ
て
富
士
山

に
登
拝
す
る
多
く
参
詣
者
が
寄
宿
し
祈
祷
を
受
け

る
御
師
の
集
落
の
中
核
を
な
す
神
社
と
し
て
人
々

の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
境
内
地
に
は
、
県
指
定

天
然
記
念
物
の
河
口
浅
間
神
社
の
七
本
杉
や
町
指

定
天
然
記
念
物
の
河
口
浅
間
神
社
参
道
の
杉
並

木
、
樅
の
木
、
栃
の
木
な
ど
の
巨
木
が
あ
り
、
古

く
か
ら
境
内
地
の
神
木
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
口
の
稚
児
の

舞
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
、
筒
粥
神
事
、

孫
見
祭
、
身
曽
岐
流
な
ど
の
伝
統
行
事
が
残
っ
て

お
り
、
神
社
の
歴
史
が
深
く
、
富
士
山
と
の
関
わ

り
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
河

口
浅
間
神
社
は
境
内
地
と
山
宮
、
参
道
が
史
跡
の

指
定
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

御
坂
峠

　

鎌
倉
往
還
（
御
坂
路
）の
最
大
の
難
所
で
あ
る

御
坂
峠
は
、
甲
府
盆
地
を
介
し
て
北
関
東
、
中
部

地
方
や
北
陸
地
方
か
ら
富
士
山
に
訪
れ
る
多
く
の

参
詣
者
が
行
き
交
っ
た
場
所
で
、『
甲
斐
国
志
』の

都
留
郡
村
絵
図
（
川
口
村
絵
図
）
に
は
、「
富
士

山
一
の
鳥
居
」
が
峠
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
峠
で
は
、
古
代
か
ら
境
界
の
地
と
し
て
祭
祀
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
御
坂
峠
で
は
富
士
山
の
姿
が
山

頂
か
ら
裾
野
ま
で
一
望
で
き
、
鳥
居
越
し
に
遥
拝

（
遠
く
に
見
え
る
富
士
山
を
拝
む
こ
と
）
を
行
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
御
坂
天
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
御
坂
峠
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八

二
）
に
小
田
原
北
条
氏
が
築
い
た
御
坂
城
跡
と
し

て
町
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
富
士
山

信
仰
に
関
わ
る
部
分
の
み
が
、
史
跡
富
士
山
と
し

て
国
指
定
に
格
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
二
合
目
に
あ
り
、
古

く
か
ら
富
士
山
北
口
の
信
仰
の
拠
点
と
し
て
賑
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
（
江
戸
時
代
初
頭
）

は
も
と
も
と
こ
の
二
合
目
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
（
昭
和
四
十
八
年
か
ら
四
十
九
年
に
か
け
て
河

口
湖
畔
の
里
宮
へ

移
築
）
。『
甲
斐

国
志
』に
記
述
さ

れ
た
神
像
の
年

号
記
銘
や
近
年

の
発
掘
調
査
の

出
土
品
に
よ
り
、

鎌
倉
時
代
初
頭

に
は
す
で
に
信
仰

の
対
象
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
冨
士
御

室
浅
間
神
社
の

ほ
か
に
富
士
吉

田
市
の
西
念
寺

の
塔
頭
で
あ
る
定
禅
院
や
甲
府
市
右
左
口
町
の
円

楽
寺
に
付
帯
す
る
行
者
堂
が
存
在
し
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
二
合
目
本
宮
境
内
地
は

町
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
指
定
地
域

全
域
が
史
跡
富
士
山
と
し
て
国
指
定
と
な
り
ま
し

た（
町
指
定
は
解
除
）
。

里
宮
境
内
地

　

社
記
に
よ
る
と
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
、
二
合
目

は
冬
季
に
お
け
る
参
詣
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
河

口
湖
畔
に
里
宮
を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。『
甲

斐
国
志
』で
は
、
二
合
目
が「
小
室
浅
間
神
社
」
、
里

宮
が「
富
士
浅
間
明
神
」と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
里
宮
に
つ
い
て
は
、か
つ
て
大
原
七
郷
（
舟
津
（
船

津
）・
木
立
（
小
立
）・
勝
山
・
大
嵐
・
成
沢
（
鳴
沢
）

・
長
浜
・
大
石
）の
産
土
神
で
し
た
が
、『
甲
斐
国

志
』
が
編
纂
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
段
階
で
は
、

勝
山
村
一
村
の
産
土
神
に
な
っ
て
い
た
と
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
合
目
本
宮
境
内
地
と
と
も
に
富
士
山

信
仰
の
拠
点
と
し
て
の
歴
史
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
現
在

境
内
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
範
囲
が
史

跡
富
士
山
の
指
定
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

  　

（
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

史
跡
富
士
山
に
つ
い
て

　
　
―
町
内
に
所
在
す
る
神
社
な
ど
―

●
河
口
浅
間
神
社

　
河
口
浅
間
神
社
境
内
地
・
山
宮
境
内
地

●
冨
士
御
室
浅
間
神
社

　
富
士
山
二
合
目
本
宮
境
内
地

じ
ょ
う
が
ん

さ
い　

  

し

さ
い　

ね
ん　

じ

た
っ
ち
ゅ
う

え
ん　

ら
く

じ

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ど
う

お
お
は
ら
し
ち
ご
う

う
ぶ
す
な
か
み

じ
ょ
う
ぜ
ん
い
ん

う 

ば 

ぐ
ち 

ま
ち

ち
ょ
く
め
い

ま
つ

き　
と
う

お　

しも
み

と
ち

ち　
　

ご

つ
つ　

が
ゆ

ま
ご　
み

み　

そ　

ぎ　

な
が
し
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昭
和
初
期
の
西
湖
村
は
、
自
然
と
人
間
が
共
存
す
る

自
然
豊
か
な
村
で
、
生
活
の
中
心
に
自
然
が
あ
り
、
自

然
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
で
人
間
が
生
活
し
て
い
る

心
豊
か
な
地
域
で
し
た
。
山
間
の
村
で
あ
り
、
広
大

な
畑
も
無
く
、
米
を
作
る
こ
と
も
出
来
な
い
地
域
で

す
が
、
こ
こ
に
住
む
方
々
の
知
恵
と
工
夫
と
自
然
を

愛
す
る
心
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
主
な
産
業
は
、
養

蚕
、
炭
作
り
、
酪
農
（
乳
牛
）
で
あ
り
、
畑
や
漁
業

は
主
に
自
ら
の
生
活
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
漁
獲
さ
れ
た
魚
は
量
が
少
な
い
た
め
近
隣
の

村
か
ら
も
重
宝
さ
れ
、
一
部
は
販
売
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
透
明
度
が
高
く
、
水
質
も
綺
麗
な
湖
で
あ
り
、こ

こ
に
棲
む
魚
も
川
魚
特
有
の
泥
臭
さ
が
な
く
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
四
十

一
年
に
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
土
石
流
が
発
生
し
、
未

曽
有
の
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
多
く
家
が
押
し
流

さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
方
も
多
数
出
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
に
砂
防
資
料
館
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
一

度
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
自
然

の
厳
し
さ
に
も

直
面
し
な
が

ら
の
生
活
が

西
湖
地
区
の

環
境
で
す
。

　

時
に
は
厳

し
く
、
時
に

は
恵
を
与
え

て
く
れ
る
自

然
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
「
西

湖
」に
と
っ
て
、

大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
が
地
元
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
約
七
十
年
前
に
秋
田

県
田
沢
湖
で
絶
滅
し
た
幻
の
魚
「
ク
ニ
マ
ス
」
が
西
湖
で

発
見
さ
れ
た
の
で
す(

写
真
下
、
西
湖
の
ク
ニ
マ
ス
、
京
都
大

学
魚
類
標
本)

。
災
害
に
よ
り
文
献
や
施
設
も
多
く
が
消

滅
し
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
初
期
に
田
沢
湖
か
ら
ク
ニ
マ
ス

の
卵
を
購
入
し
て
い
る
事
実
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。こ
の
時

の
ク
ニ
マ
ス
が
今
ま
で
西
湖
で
繁
殖
し
生
息
し
て
い
た
こ
と

は
、
奇
跡
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
調
査
を
進
め
る

中
で
、
大
切
に
守
り
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
西
湖
村
と
長
浜
村
、
大
嵐
村
が
合
併
し
た

足
和
田
村
役
場
に
就
職
し
、
現
在
は
足
和
田
村
が
河

口
湖
町
、
勝
山
村
、
上
九
一
色
村
（
南
部
地
区
）
と

合
併
し
た
富
士
河
口
湖
町
役
場
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
町
村
名
は
変
わ
ろ
う
と
も
、
西
湖
地
区
出
身
の

現
在
三
十
六
歳
の
町
役
場
職
員
で
す
。現
在
、西
湖
地
区

の
役
場
職
員
は
三
名
で
す
。こ
の
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
ニ
ュ

ー
ス
は
、
四
つ
の
湖
を
有
す
る
富
士
河
口
湖
町
に
と

っ
て
も
大
き
な
こ
と
で
あ
り
、
私
自
身
も
心
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
ニ
ュ
ー

ス
が
日
本
を
駆
け
巡
っ
た
の
が
十
二
月
十
五
日
、
そ

の
数
日
前
の
十
二
月
十
二
日
に
結
婚
し
ま
し
た
。
今

回
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ご
先
祖
様
か
ら
私
へ
の
結
婚
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
両
親
と

も
に
西
湖
出
身
で
あ
り
、西
湖
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。祖
父

も
祖
母
も
曽
祖
父
も
曽
祖
母
も
西
湖
で
暮
ら
し
て
お

り
ま
し
た
し
、
た
ぶ
ん
の
そ
れ
よ
り
前
の
方
々
も
西

湖
で
暮
ら
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
西

湖
で
、
漁
業
を
や
っ
て
い
た
方
も
い
ま
す
し
、
林
業

に
携
わ
っ
て
い
た
方
も
い
ま
す
。
西
湖
漁
協
で
マ
ス

の
飼
育
に
携
わ
っ
て
い
た
方
も
い
ま
す
。
牛
を
飼
っ

て
乳
牛
を
搾
っ
た
り
、
養
蚕
で
絹
を
作
っ
た
り
し
て

い
る
方
も
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ご
先
祖
様
た
ち

が
、
役
場
で
働
く
私
に
対
し
て
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
ニ

ュ
ー
ス
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ク

ニ
マ
ス
に
よ
り
富
士
河
口
湖
町
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
元

気
に
す
る
足
が
か
り
を
つ
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

し
か
も
、

ク
ニ
マ
ス

対

応
の

業
務
が

私
に
命

ぜ
ら

れ

た
仕
事

と
な
り
、

こ
れ
と
併
せ
て
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
業
務

も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
魚
の
発
見
は
、
自
然
と
文
化
を

活
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
は
最
良
の
ニ
ュ
ー
ス
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ニ
マ
ス
と
と
も
に
自
然
豊
か
な
富
士
河
口
湖
町

づ
く
り
を
進
め
る
為
に
、
私
が
出
来
る
こ
と
は
何
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
京
都
大
学
の
中
坊
徹
次
先
生
に
も
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
な
り
に
考
え
ま
し
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
祖
母
で
あ
る
三
浦
光

枝
が
、
戦
前
に
ヒ
メ
マ
ス
漁
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
ヒ
メ

マ
ス
に
混
じ
っ
て
「
ク
ロ
マ
ス
」
を
獲
っ
て
い
た
と

い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
母
の
話
を
中
坊
先

生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
西
湖
地
域
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、
ク
ニ
マ
ス
と
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
て
生
活
し
て
き
た
の
か
、
お
祖
母
さ
ん
か
ら
昔

の
話
を
聞
き
、
残
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す

よ
と
」
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
的
知

識
の
全
く
無
い
と
言
え
る
私
で
す
が
、
過
去
を
紐
解

く
こ
と
で
、
ク
ニ
マ
ス
の
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
少
し
で
も

役
立
て
ば
い
い
か
と
思
い
、
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

私
の
祖
母
は
、
子
供
の
頃
か
ら
西
湖
で
ヒ
メ
マ
ス

漁
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
祖
母
の
父
、

つ
ま
り
私
の
曽
祖
父
に
当
る
の
で
す
が
、
西
湖
で
畑

西
湖
の
ク
ロ
マ
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
西
湖
の
豊
か
な
自
然

ク
ニ
マ
ス
発
見

　
〜
ご
先
祖
様
た
ち
か
ら
贈
物
〜

ヒ
メ
マ
ス
漁
法

〜
ま
ち
づ
く
り
で
私
が
出
来
る
こ
と
〜

いにしえ こ みちいにしえ こ みち
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